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応援しよう!創立50周年記念ナンガパルバッド海外遠征

写真提供 群馬県山岳連盟 Cl～C4 山頂へ至るルー ト
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巳

「安
西
先
生
、
登
り
た
い
で
す

。
・
。
」

こ
の
度
ヽ
理
事
長
に
選
出
さ
れ
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

い
つ
ぱ
い
で
す
。
同
時
に
責
任
の
重
大
さ
を
量
感
し
て
い
ま
す
。
埼
玉
県
山
缶
運
盟
は
５

０
年
の
歴
史
を
重
ね
、
現
在
６
１
の
団
体
、
〈
百
昴
利
１
、
０
０
０
名
を
数
え
る
組
織
に
成

長
し
て
き
ま
し
た
。

，コ
）ま
で
に
す
ば
ら
し
い
連
盟
に
築
き
あ
げ
ら
れ
た
諸
先
輩
の
ご
努

力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
塾
曼
τ
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
話
は
変
り
ま
す
が
ス
ポ
ー
ツ
を
題
材
と
し
た
漫
画
は
色
々
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
野
球
と
格
闘
技
が
二
大
ジ
ャ
ン
ル
の
よ
う
で
格
闘
技
が
４
１
％
、
野
球
２
５
％
を
占
め

ま
す
。
そ
し
て
サ
ッ
カ
１
２
１
％
、
ゴ
ル
フ
ー
０
％
、
テ
ニ
ス
５
％
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
４

％
・
・
。
と
続
く
。
「山
缶
」
は
と
い
う
と
１
％
に
満
た
な
い
よ
う
で
す
。
涅
回
に
な
る

こ
と
が
全
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
会
の
認
知
度
に
比
例
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
ヤ
ル
、
見
る
と
い
う
ど
ち
ら
か
の
人
気
の
高
さ
の

バ
ロ
メ
ー
タ
に
も
感
じ
ま
す
。
今
年
の
２
月
の
冬
李
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
荒
川
静
香
の
漫
画
が
連
載
さ
れ
て
い
る
の
も
そ
の
あ
た
り
だ
ろ
う
か
。　
一
方
、
山
缶

人
口
は
だ
け
を
見
れ
ば
か
な
り
の
数
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
・
・
・
相
手
を
倒
す
、

相
手
に
勝
つ
と
い
っ
た
、
日
標
や
結
果
が
は
っ
き
り
し
な
い
山
缶
は
、
ド
ラ
マ
と
し
て
ま

と
め
づ
ら
い
の
か
？
い
つ
か
は
、
ス
ラ
ム
ダ
ン
ク
の
よ
う
な
山
低
旦
山
が
出
て
く
る
の
を

楽
し
み
に
し
た
い
。
「安
西
先
生
、
登
り
た
い
で
す

。
・
。
」
そ
し
て
、
若
い
人
が
山
缶
に

興
味
を
持
っ
て
頂
け
れ
ば
。

昨
年
、
埼
玉
山
缶
連
盟
は
５
０
周
年
を
迎
え
先
輩
諸
氏
の
功
績
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
組
織
や
運
営
シ
ス
テ
ム
は
現
在
の
環
境
変
化
や
メ
ン
バ
ー
の

一局
齢
化
な
ど
考
え
合
わ
せ
る
と
客
観
的
に
か
な
り
難
し
い
時
期
に
差
し
か
か
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
我
々
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
、
営
利
団
体
で
な
く
企
業
組
織
の
よ

”ユ
墾
曇
心伝
澤
や
藝
子
刀
は
期
待
で
き
な
い
。
学
校
の
部
や
ク
ラ
ブ
の
よ
う
な
先
輩
、
後

輩
の
関
係
に
よ
る
強
制
力
も
希
薄
Ｄ
多
く
の
場
〈
Ｒ

限
ら
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
情
熱
、
行
動

力
、
財
力
が
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。
こ
の
辺
を
時
代
に
あ
つ
た
組
織
運
営
に
変
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
る
べ
く
個
人
の
レ
ベ
ル
に
頼
ら
な
い
運
営
が
必
要

で
し
ょ
”２

前
理
事
長
の
福
田
氏
も
こ
の
点
に
は
か
な
り
尽
力
さ
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す

が
更
に
こ
れ
ら
の
点
に
力
を
い
れ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ス
ポ
ト
ツ
活
動
ニ
ー
ズ
ヘ
の
対
応

（底
辺
拡
大
、
指
導
者
育
成
な
ど
）、
ジ

ュ
ニ
ア
の
育
成
、
競
技
能
力
向
上

（国
体
含
む
）、
情
報
の
質

・
量
向
上
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

基
金
な
ど
の
事
業
を
具
体
的
に
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
自
身
は
、

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
中
心
の
活
動
で
、
埼
玉
山
岳
連
盟
を
引
っ
張
つ
て
い
く
に
は
経

験
、
知
識
と
も
に
浅
い
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
埼
玉
山
缶
連
盟
の
方
向
転
換
の
き
つ
か
け

と
な
る
活
動
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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埼玉県山岳連盟 埼玉 2006ナンガパルバット登山隊

創立 50周年記念海外遠征

【主 催】埼玉県山岳連盟

【後 援】埼玉県0埼玉県体育協会・テレビ埼玉0埼玉新聞社
趣   旨

埼玉県山岳連盟は、1955年の8月 創立以来、国内はもとよリヒマラヤを初めとする世界の山々に足跡を印してまい

りました。また、県内の各山岳団体を統轄・代表し、アルピニズムの確立、安全 。健全登山の指導奨励、山岳競技の

推進、自然保護の推進等を進め、着実なる成果を収めてまいりました。2004年、埼玉県では、二巡回の国民体育大

会が開催されました。埼玉県山岳連盟では、山岳競技部門での競技力向上を目指し、選手の養成と強化、合わせて指

導者の指導力、技術力の向上に取り組みました。このような状況の中で、埼玉国体を記念し、埼玉からエベレスト登

頂をと、有志が集まり研究会を結成、日標に向かつて歩き始めました。それは、埼玉県山岳連盟をも動かし「海外登

山委員会」を設置。意欲ある多数の若者が集まりました。そして、1998年には世界第 5位の高峰マカルー1峰 (8463m)

の登山を計画し、登頂はできませんでしたが、8000mと いう絶対的な高度を体験することができました。主催する

埼玉県山岳連盟、参加する隊員等すべてにとつて、大いなるステップになりました。引き続き 2001年にはパキスタ

ンのスパンティーク (7,027m)に遠征隊を出し、登頂することができました。

今回は埼玉県山岳連盟創立 50周年を迎え、記念海外遠征としてパキスタンにあるナンガパルバット (8126m)

登山を計画しました。またこの登山では、環境保護のための「テイクイン・テイクアウト」を実践してまいります。

さらに、埼玉県の登山隊として、05パキスタン北部地震の復興援助また文化交流活動も実施します,私たちの計画

が成就するには、緻密な研究とチームワーク、トレーニング、皆様方の御支援、そして「神の微笑み」がなによりも

必要なことを充分認識しつつ、全力を尽くす所存であります。

上記の趣旨にご賛同いただき、皆様方の御理解と御指導、御支援を賜わりますよう、何卒よ:ろ しくお願い申しあげ

ます。

2006年 埼玉山岳連盟会長 田中文男

《計 画 概 要》

1.登山隊の組織及び名称

派遣母体  :埼玉県山岳連盟       ″

登山隊名称 :埼玉 2∞6ナンガパルバット登山隊

2.目  的

埼玉県山岳連盟発足 50年を迎えて、記念及び節 目としての海外登山及び登頂

埼玉県山岳連盟の次代を担う若手人材の育成

環境保護のための「テイクイン・テイクアウト」の実施、05パキスタン北部地震の復興援助

3.期間・ルー ト

登山遠征期間 :2006年(平成 18→ 7月 6日 (木)～ 8月 28日 (月 )         
′

登山活動期間 :7月 14日 (金)～ 8月 22日 (火 )

登攀ルー ト :西壁ノーマノL/ルー トからの登頂

4.行動予定

7/7:先発陵成田発→7/14:後発囲成田発→7/15:BC作成→7/20:Cl→ 7/25:C2→ 8r2:C3→

8/10:C4→ 8/15第 1次登頂→8/16:第 2次登頂→8720:BC撤収→8/27イスラ7ヽ ―゙ド発→8/28:成田発

5.予  算

収 入 :8,300,000.‐ 支 出 :国 内 2,800,000.‐ 国 外 5,500,000.‐

6.隊の構成及び名簿

登山隊総隊長 田中 文男  (浦和山岳会)

登山隊長   福田 靖   (た らつぺ山の会)

副登山隊長  小澤 直宏  (遠峰山岳会)
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登攀隊長

隊  員

天野 賢一  (遠峰山岳会)

烏 辰克  (ク
゛
臓プ 。ド・ヒ

゜
オン)

石橋 修  (たらつぺ山の会)

藤井 大輔  (遠峰山岳会)

2.

3.

埼玉 2006ナンカバ゙ハ
゛
ット登山隊実行委員会

1.組  織

実行委員会   田中 文男

実行委員長   福田 靖

副実行委員長  武井 正男,森下 健七郎,中田 弘,大谷 明;村岡 正巳

事務局長    加藤 富之

委  員    野村 善弥,大倉 至,長谷川 茂,小茂田 利孝,瀬藤 武 ,

山口 定男,岩井田 正昭

登山隊事務局連絡先

加藤富之 〒370。
‐0421 群馬県太田市粕川町甲 522 TEL&FAX 0276‐ 52‐ 1276/2749

現地連絡先

日・パ旅行社 Nippa navel

House 22.Bazaar Road.G‐ 6/4(PO.BOX 2253)lslamabad PAKISTAN

Ib1/Fax:92‐ 51‐ 2824556 ウ毒帯ケ:0333‐ 5117732

4.支援金振込先

郵便局  口座番号 (普通):10240(記 号)84683481(番 号)

会計担当 :カ ラスタツミ (烏辰克)

埼″ 000切 ′留Wヽ 卜ヽ(3,120m)卜し碑 ″

世界第 9の高峰ナンガパルバットの北面の雄姿を展望 高度差 4,500mの 北壁に挑んでいる、我が埼玉県山岳連盟

登山隊を応援します。

●8,000m峰ではもつとも美しいナンガパノL/バ ットのBCに 2泊 しての北面をゆつくり展望。昼はすばらしい高山植

物を見ながらの トレッキング、夜は星空を仰ぐキャンプをお楽しみ下さい。

●ナンガパノL/バ ット山群を四輪駆動車でハラレまで入り、ディアミイーノL/1‖ 沿いの景色にとんだ道を B.C.まで トレ

ッキング。途中、メスナーがお世話になつた村人の為に作つたメスナースクールで 1泊 します。

●一気に 4,500mなぎ落ちるナンガパルバットの北壁 (ディアミール壁)に取り着いている、埼玉隊を B.C.か ら望

みます。

趣    旨

埼玉県山岳連盟は、1955年の8月 創立以来、国内はもとよリヒマラヤを初めとする世界の山々に足跡を印してまい

りました。 1998年には世界第 5位の高峰マカルー I峰 (8,463m)の登山を計画し、登頂はできませんでしたが、

8,000mと いう絶対的な高度を体験することができました。引き続き 2001年にはパキスタンのスパンティーク

(7,027m)に遠征隊を出し、登頂することができました。

今回は埼玉県山岳連盟創立 50周年を迎え、記念海外遠征としてパキスタンにあるナンガパルバット (8,126m)登

山を計画しました。環境保護のための「テイクイン・テイクアウト」を実践、05ノくキスタン北部地震の復興援助も

実施します。

この計画を支援するために右記のような計画で トレッキング隊を派遣することになりました。この趣旨にご賛同いた

だき、多くの方が参加されるよう、何卒よろしくお願い申しあげます。

2006年 埼玉山岳連盟会長 田中文男
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1.ト レツキング隊事務局連絡先

加藤富之 〒370‐0421群馬県太田市粕川町甲 522 TEL&FAX0276‐ 52‐ 1276/2749

2。 現地連絡先

日 ・ノく旅行社 Nippa lYavel

House 22.Bazaar Road.G‐ 6/4(20.BOX 2253)lslamabad PAKISTAN

Tb1/Fax:92‐ 51‐2824556 多議帯:0333‐ 5117732

3.費  用

先発隊  2006年 7月 14日 (金)～7月 25日 (火) 300,000.‐

後発隊  2006年 8月 11日 (金)～8月 22日 (火) 350,000.‐

4.振込先

郵便局  口座番号 (普通):10160 7120601
会計担当 :シオヤ ヒサコ (塩谷 壽子)

5.行動予定

1・ 成田～イスラ77ヽ ―゙ド (ハ

゜
キスタン航空):空路北欧経由でイスラ7ヽ ―゙ド国際空港にご到着です。

空港にて力
゛
イドがお待ちしており、ホテル ごヽ案内いたします。     ・

ご夕食は、機内で召し上がっていただきます

2・ イスラ7ヽ ―゙ド～チラス(専用車)  :早 朝のご出発です。ご朝食は、アホックハ―゙ドで摂つていただくことになります。

ご昼食は、べ沖ムです。

3・ チラス～アッパルシ
゛
ェル (車・トレッキンク

゛
):乗用車でフ

゛
■ルまで行き、シ―゙フ

゜
に乗り換えます。シ―゙プでハラルまで (2時間)

入ります。その後は、少し歩いてアッハ
゜
ルシ

゛
ェルまで

(4時間)人 ります。メス■スクリ叫こテントを張ります。

4時間の行程です。少しキツイ登りです。ゆつくりゆつくり登つてください。

:3時間の行程です。7～ 8月 は、高山植物の季節です。草原の中、林の中、

この日は、最高の行程です,

終日ベースキャンプで過ごしていただきます。氷河の中を散策される方は、

決して一人で行かないでください。

:BCか ら下山です。足に負担がかからないようにゆっくりとしたペースで

下山します。 そ

がイドによつてホ―゚ターの支払が済めば、トレッキンク
゛
も終了です。

用シ―゙フ
゜
でカラコ鳳ハイウェイまで下り、専用車に乗り換えます。

専用車にてカラコルかイウェイをイスラ7ヽ ―゙ドまで下ります。カラコノ
"｀

イウェイ沿いの観光スホ
゜

ットは、往復で時間の許す限り見ていただきます。

イスラマハ―゙ド市内観光とお土産のお買い物です。ご夕食後,空港へお送りいたし

4 ・アッハ
゜
ルシ

゛
ェル～テ

゛
イアムロイ (トレッキンク

゛
)

5。 テ
゛
イアムロイ～ナンカ

゛
BC(トレッキンク

゛
)

6・ ナ幼
゛
BC(トレッキング)     :

7・ ナンが BC～アッハ
゜
ルシ

゛
ェル (ト レッキンク

゛
)

8・ アッハ
゜
″

゛
ェル～チラス (トレッキンク

゛
・車)

9・ チラス～イスラ7ハ ―゙ド (専用車)  :

10。 イスラマハ―゙ド～成田 (ハ

゜
キスタン航空)

ます。北京経由で帰国の途についていただきます6

成田へお昼過ぎにご到着お疲れ様でした。

※参加ご希望の方は下記事務局までお問い合わせ下さい。

加藤 富之 〒370‐0421群馬県太田市粕川町甲522 TEL&FAX0276‐ 52‐ 1276/2749

2000毎可■月嘲間ルムし卜8.120m■日師a多潤船目い

埼玉岳連50周年イベントとして、「ナンがハ
゜
ルハ
゜
ッド」へ登頂隊が旅立ちます。私たち海外委員会の有志によっての壮行

会を企画しました。多くの皆さんの参加によつて、隊員 7名 の今後の活躍を記念して美酒 (食)を味わい、参加者

一人ひとりのモチベ″ョンを上げ、隊員をもり立てて行きしよう。多くの参加者を期待します。よろしくお願いします。

日  時

場  所

会  費

幹  事

平成 18年 6月 3日 (土)午後 6時から2時間

ブリランテ武蔵野 5階フリーシ
゛
ア (新都心・北与野下車 5分,与野 5分)048‐ 601‐ 5570

8,000円

海外登山委員会 有志代表 ガヽ茂田利孝 詳細はご連絡下さい。 09o‐ 5391‐ 5100
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1・ 目 的

2・ 開催日時

3・ 開催場所

4・ 主  催

5。 主  管

6・ 後  援

7・ 協

8。 日

第 45回全日本登山体育ブ暖瀬 島大会 押

「すべての凄に選いあり」

第45回全日本登山体育大会開催要項 (脚
幽国の岳人が集い、福島の自然との共生をテーマに登山交流を通して登山技術の向上と相互の親睦を図

ることを目的とする。

平成 18年 10月 13日 (金)～ 10月 15日 (日 )

(1)吾妻山系 (福島祠 、12)安達太良山系 (二本松市)、 (3)磐梯山系 (猪苗代mTl

緞 )日 本山岳協会

福島県山岳連盟

文部科学省、② 日本体育協会、福島県、福島県教育委員会、② 福島県体育協会、福島市、

福島市教育委員会、二本松市、猪苗代町、福島観光協会、二本松観光協会、猪苗代観光協会、福島民報社

福島民友新阻 福島テレビ、福島中央テレビ、テレビユー福島、福島放送 11

アサヒビール福島工場、大塚製薬

第一日目 10月 13日 (金)開会式・講演・オリ″升ション・紹劇Mり
°
ション・宿泊

第二日目 10月 14日 (土)登山行動開始→終了 (宿鋤

第二日目 10月 15日 (日 )閉会式→解散

賛

程

9・ 登山コース

:(1)吾妻山系 (福島市):吾妻・土湯コース

:(2)安達太良山系 (二本松市・猪苗代町):安達太良 沼尻コース :安達太良 岳コース

:(3)磐梯山系 (猪苗代町):磐梯山コース

10・ 疹功口資辞各

都道府県山岳連盟 (協会)よ り推薦を受けたもの。 (ネD日本山岳協会の役員、参与、賛助会員

参加申し込み 。大会並びに山城等に係わる問い合わせ先

第45回全日本登山体育大会福島大会実行委員会事務局

〒960‐8162福島市南町 75尾形一幸・TEL/FAX 024・ 546・ 9535

参加申込期間 平成 18年 4月 3日 (月 )～平成18年 7月 10日 (月 )

参加費用 30, 000円 (但し、宿泊費、大会中の全食費、輸送費、保険料を含υ

※注・編集上一部抜粋しています。参加希望者は県岳連事務局へお問い合わせ下さい

詳細のパンフレットがあります。

山

で

の
新
絡
錦
蟄
■
天
　
少
屁
野
の

一子
山
２
カ
ッ
プ
ル
の
門
出

秩
父
郡
小
鹿
野
町
の
二
子

（ふ
た
ご
）
山

（標
高
１
１
６
５
メ
ー
ト
ル
）
で

二
十
九
日
、
山
開
き
に
合
わ
せ
て
恒
例
の

「新
婚
祝
福
式
」
が
行
わ
れ
た
。

カ
タ
ク
リ
の
花
が
咲
き
、
野
鳥
が
さ
え
ず
る
山
の
中
で
新
婚
カ
ッ
プ
ル
の
門

出
を
祝
っ
た
。

主
催
は
二
子
山
の
自
然
を
守
る
会
と
小
鹿
野
観
光
協
〈（

小
鹿
野
山
缶
〈為

こ
れ
ま
で
は
二
子
山
の
酉
缶
山
頂
を
会
場
と
し
て
き
た
が
、
手
狭
な
た
め
、

今
年
か
ら
西
岳
と
暮
缶
の
中
間
の
股
峠
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
年
参
加
し
た
カ
ッ
プ
ル
は
、
昨
年
結
婚
式
を
挙
げ
た
小
鹿
野
町
の
山
口

桃
王
さ
ん
、
雪
帆
さ
ん
、
秩
父
市
の
斉
藤
勲
さ
ん
、
恵
子
さ
れ

開
山
式
に
引
き
続
き
、
日
本
武

（や
ま
と
た
け
る
）
神
社
の
斎
藤
由
郎
禰
宜

が
式
を
執
り
行
っ
た
。
県
内
の
登
山
関
係
者
や
地
元
住
民
、
町
議
や
県
議
、

県
警
山
缶
救
助
隊
員
ら
約
百
人
が
出
席
し
た
。

山
口
さ
ん
夫
婦
は
結
婚
を
機
に
、
二
子
山
の
近
く
に
あ
る
夫
の
桃
王
さ
ん

の
実
家
で
生
活
。
神
奈
川
県
生
ま
れ
の
妻
の
雪
帆
さ
ん
は

「二
子
山
を
見
た

時
か
ら
魅
力
を
感
じ
、
こ
こ
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
山
で
祝
福

式
が
挙
げ
ら
れ
て
最
高
で
す
」。
二
子
山
の
自
然
を
守
る
会
の
福
島
弘
文
会
長

も

「二
子
山
の
名
前
に
ち
な
ん
で
、
子
ど
も
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
く
れ
れ

ば
少
子
化
も
解
消
で
き
る
の
で
は
」
と
冗
談
も
交
え
て
祝
福
の
言
葉
を
贈
っ

て
い
た
。
　

　

【埼
玉
新
聞
　
一平
成
１
８
年
４
月
３
０
日
・
朝
刊
】

転
載

埼
玉
県
岳
連
よ
り
村
岡
理
事
長
、
瀬
藤
副
理
事
長
、
加
藤
事
務
局
長

長
谷
川
委
員
長
、
岩
井
田
委
口思
長
ら
山
缶
連
盟
関
係
者
約
二
〇
名
が
式
典
に

参
加
し
、
開
山
式
、
新
婚
祝
福
式
に
花
を
そ
え
た
。

開山式に玉串を奉げる村岡理事長



(6)第 24号 埼 玉 岳 連 報   平成18年4月 30日 発行

【平
成
１
８
年
度
評
議
員
総
会
報
告
】

１
　
期
日
‥
平
成
１
８
年
４
月
１
６
日

（日
）
午
後
２
時
～
４
時
　
　
．

２
　
会
場
‥
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
イ
。
７
０
８
会
議
室

３
　
出
席
者
　
　
※
敬
称
略

◆
評
議
員
‥
２
２
名

内
野
操
、
三
ツ
木
達
男
、
田
中
文
男
、
掛
川
統
之
、
佐
藤
求
、

芝
田
信
子
、
小
澤
直
宏
、
松
崎
達
、
石
倉
昭

一
、
山
口
定
男
、

大
久
保
孟
、
坂
田
文
男
、
小
高
英
雄
、
宮
田
征
治
、
長
谷
川
茂
、

原
久
二
、
新
井
宏
司
、
内
野
安
登
、
森
下
健
七
郎
、
古
峰
孝
、

矢
萩
実
、
柳
原
政

一
、
大
平
征
徳
、

◆
代
理
出
席
者
数

‥
４
名

柳
下
明
男
、
板
橋
秀
吉
、
横
田
実
、
矢
田
実
。

◆
委
任
状
提
出
者
数

‐
１
３
名

岩
武
成
秋
、
飯
島
雄
二
、
田
方
靖
高
、
小
川
晃
、
原
秀
夫
、

井
上
信
太
郎
、
磯
田
芳
男
、
高
橋
哲
也
、
澤
田
正
博
、
岩
田
保
男
、

平
野
新
一
、
森
田
富
夫
、
澤
田
光
昭
。

◆
欠
席
者
数
‥
２
２
名

●
理
事
出
席
者
数
‥
２
３
名

。
（８
名
評
議
員

・
重
複
）

烏
辰
克
、
瀬
藤
武
、
野
村
善
弥
、
堀
江
伸
子
、
天
野
賢

一
、

塩
谷
壽
子
、
鈴
木

一
美
、
加
藤
富
之
、
石
橋
修
、
計
良
寿
彦
、

大
倉
至
、
小
茂
田
利
孝
、
村
岡
正
巳
、
土
屋
正
昭
、
岩
井
田
正
昭
。

※
他
に
メ
ー
ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
の
連
絡
有
り
。

４
　
総
会
次
第
　
　
司
会

・
加
藤
事
務
局
長

（１
）
開
会
の
亘
葉
‥
森
下
副
会
長

規
約
第
２
６
条

・
定
足
数
の
１
／
２
以
上

（３
５
／
６
１
）

に
よ
り
会
議
成
立

（２
）
会
長
挨
拶
‥
田
中
会
長

（３
）
議
事

（規
約
２
２
条
２
項

・
評
議
員
よ
り
議
長
を
選
出
・
承
認
）

議
　
　
　
長
　
・・
掛
川
統
之
評
議
員

（浦
和
渓
稜
山
岳
会
）

議
事
録
作
成
人
‥
　
山石
井
田
正
昭
理
事

（あ
ゆ
む
山
の
会
）

第
１
号
議
案
車
業
藤
１
８
年
度
事
蕃
整
ロ

●
各
委
員
長
よ
り
事
業
報
告
の
説
明
あ
り
。

県
岳
連
事
務
局
‥
加
藤
事
務
局
長
／
指
道
ぜ委
員
会
‥
野
村
一奮
暑
ス

国
体
委
員
会
‥
長
谷
川
委
員
長
／
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
員
会

‥
大
倉

委
員
長
／
選
手
強
化
委
目具
下
・小
茂
田
委
員
長
／
遭
難
対
策
委
員
会

‥
瀬
藤
委
員
長
／
海
外
登
山
委
員
会
‥
天
野
委
員
長
／
自
然
保
護
委

白票
会
‥
三
ツ
木
副
委
員
長
／
ジ
ュ
ニ
ア
委
員
会

‥
小
沢
委
員
長
／

広
報
委
員
会
・・岩
井
田
委
員
長
／
企
画
委
員
会
‥
村
岡
委
員
長

↓
第
１
号
議
案
‥
承
認

第
２
重
醸
季
立
成
１
７
年
ご
澪
塁
２
ロ

●
加
藤
事
務
局
長
よ
り
決
質
鞠
圧
ロ

。
一
般
会
計
の
赤
字

（５
０
周
年
事
業
に
よ
る
出
費
の
増
大
／

収
入
の
不
足
・
資
金
源
無
し
）
↓
特
別
会
計
よ
り
補
填
の
説
鳴

●
平
成
１
７
年
度
監
査
報
告
‥
監
事

‥
内
野
安
登

○
嘗
て
決
議
さ
れ
た
、
事
務
局
長
手
当

（年
間
１
０
万
円
）
の

支
出
執
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
事
務
局
に

「会
計
担
当
」
の
配
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

↓
第
２
号
議
案
‥
承
認

第
旦
号
議
案
皐
よ
腸
１
８
年
度
管
員

●
執
行
部
で
話
し
合
い
、
案
を
提
示
す
る
が
本
人
の
了
解
が
得
ら

れ
ず
・・↓
墓
標
２
東
丁
」な
奄

△〓　
長
　
　
　
　
　
　
‥
再
任

・
田
中
文
男

副
会
長
　
　
　
　
　
　
‥
再
任

・
武
井
正
男

・
森
下
健
七
郎

・
中
田
弘

監
　
事
　
　
　
　
　
　
‥
再
任

・
佐
藤
　
求

。
内
野
安
登

参
　
与
　
　
　
　
　
　
・・前
年
度
に
同
じ

●
理
事
会
役
員

理
事
長
　
　
　
　
　
　
‥
新
任

・
村
岡
正
巳
　
　
　
　
″

副
理
事
長
　
　
　
　
　
‥
新
任

。
天
野
賢

一
・
新
任
‥
瀬
籐
武

事
務
局
長
　
　
　
　
　
‥
再
任

・
加
藤
富
之

副
事
務
局
長
　
　
　
　
‥
新
任

。
大
倉
　
至

指
導
委
員
長
　
　
　
　
‥
再
任

・
野
村
善
弥

国
体
委
員
長
　
　
　
　
‥
再
任

。
長
谷
川
茂

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
員
長
‥
再
任

。
大
倉
　
至

選
手
強
化
委
員
長
　
　
‥
再
任

・
小
茂
田
利
孝

遭
疑
対
策
委
員
長
　
　
‥
兼
任

・
瀬
藤
　
武

海
外
登
山
委
員
長
　
　
‥
兼
任

。
天
野
賢

一

自
然
保
護
委
員
長
　
　
‥
再
任

・
山
口
定
男

ジ
ュ
ニ
ア
委
員
長
　
　
‥
再
任

・
小
沢
直
宏

広
報
委
員
長
　
　
　
　
‥
再
任

・
岩
井
田
正
昭

企
画
委
員
長
　
　
　
　
‥
兼
任

・
村
岡
正
巳

○
役
員
の
任
期

「二
期
４
年
，
三
期
６
年
…
等
」
を
規
則
化
す
る

方
向
で
理
事
会
に
委
任
す
る
。

○
決
算
報
告
の
監
査
報
告
で
提
案
さ
れ
た

「事
務
局
に
会
計
担
当

を
設
置
」
を
理
事
会
に
委
任
す
る
。

↓
第
３
号
議
案
‥
承
認

※
〈百
茎
珠
拶

※
新
理
事
長
‥
村
岡
理
事
長
挨
拶

第
４
号
議
案
‥
平
成
１
８
年
度
事
業
計
画

●
各
委
員
長
よ
り
年
度
計
画
報
告

（※
省
略
）

↓
第
４
号
議
案
‥
承
認

第
５
号
議
案
↓
古
朦
１
８
任
度
予
算
案

●
加
藤
事
務
局
長
よ
り
年
度
計
画
報
告

・
特
別
会
計
よ
り
、　
話
公
バ計
へ
の
補
填
の
計
画
。

・
会
員
証
の
発
行
に
よ
り
、
１
０
０
万
円
の
収
入
を
見
込
み
、
４
０

万
円
は
次
年
度
へ
繰
り
越
せ
る
よ
う
に
、
予
備
費
と
し
て
計
上
す
る
。

↓
第
５
号
議
案
‥
承
認

そ
の
他●

田
中
賞
に
つ
い
て
↓
田
中
人貧
長
よ
り
趣
旨
説
明

理
事
会
等
で
の
推
薦
は
無
か
っ
た
が
、
会
長
判
断
に
よ
り
、

第

一
回
目
の
受
賞
者
に
加
藤
事
務
局
長
を
推
薦

↓
満
場

一
致
で
承
認
、
「金

一
封
」
の
授
与
。

議
事
終
了
‥
終
了
に
伴
い
掛
川
議
長
の
任
を
解
く

閉
会
の
挨
拶
‥
森
下
副
会
長
　
　
会
議
終
瓦議

事
録
作
成
人
　
山石
井
田
正
昭

岳連旗側 左から 森下副会長、田中会長、掛川議長、
福田前理事長、村岡新理事長。
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平成 18年度埼玉県山岳連盟加盟団体  平成B年4月

“
日現在

地区岳
連名

団体名 代表者 派遣理事名
地区岳
連名

団体名 代表者 派遣理事名

1

川

口
市

川口市登山同好会 内野 操 花原 美寿
春
日

部
市 東部登高会 原  久三 計良 寿彦

2 グループ・ド・ピオレ 鈴 木 正 広 烏 辰克 飯
能
市

奥武劇 ンタ―`フオーケ:ル 新井 宏司 新井 宏司

3 日産ディーゼル山岳部 岩武 成秋 桜井 茂 新電元工業山岳部 深田 正博 内 田 達 也

4
蕨

市 蕨ハイキングクラブ 三ツ木 達男 斉藤 勝男 所
沢
市

所沢市役所山の会 岩田 保男 岩田 保男

5

さ

い
た

ま
市

浦和山岳会 田 中 文 男 田中 文男 エコー山の会 内野 安登 松尾 禎次郎

6 浦和渓稜山岳会 掛川 統 之 瀬藤 武
東
松
山
市

東松山山岳会 福 田 義夫 原口 隆裕

7 浦和山友会 新井 逸夫 関根 善昭 ボッシュ山岳部 大澤 靖― 石川 浩行

8 浦和西岳友会 北田 紘一 渋 谷 直克

人
間
地
区

毛呂山山岳会 平野 新一 野口 博

あゆむ山の会 佐藤 求 野村 善弥 山岳同人埼玉 尾崎 正義 柳下 明男

まほろば山岳会 飯島 雄二 飯島 雄二 威西大学山岳部 ※ ※

11 桜草山の会 芝 田 信 子 堀江 伸子 噺玉医科大学WV部 ※ ※

連峰山岳会 小 沢 直宏 天 野 賢一 森の童夢創造センター 横山 伊佐夫 ※

大宮山岳会 松崎 達 塩谷 壽子 町
11

小り!1山 の会 森 田 富夫 平沼 伸一

大宮アルパインクラプ 石倉 昭 一 鈴木 一美 市屈 戸田山の会 大野 幾雄 岩崎 繁夫

さいたま市役所山岳部アル ピナ 田方 靖 高 ※ 市薔蓮田山の会 熊谷 潔 熊谷潔

」R大官工場山岳部 /1 り|| 晃 知久 隆

高
体
連

高体連登山専門部・東 森下健七郎 大倉 至

17 我逢人信越山の会 山口 定男 山口 定男 高体連登山専門部・西 森下健七郎 小茂田利孝

山と自然を楽しむ会 原 秀夫 ※細田倫範 高体連登山専門部・南 森下健七郎 Jヽ沢 直宏

市拝桶川山の会 大久保 孟 森 良治 高体達登山専門部・北 森下健七郎 町 田 仲一

深
谷
市

深谷山岳会 武 井 正 男 加藤 富之
加
須
市

加須スポーツクライミンク・クラフ
゛

古峰 孝 村岡 正己

たらつぺ山の会 坂田 文男 石橋 修 37(ボルシチ ) 矢萩 実 矢萩 実

熊
谷
市

月員燿ヽアルムハイキンク
゛
クラフ

゜
小高 英雄 小高 英雄 加須クライミンク

゛
クラフ

゛
・ビナ 斎藤 恵 土屋  正昭

壁稜山岳会 宮 田 征治 桜 井 勝伸 市重 幸手山岳会 永沼 勇 金子 章一

熊谷山岳会 長谷川 茂 長谷川 茂

単
会
加
盟

本田技研埼玉山岳部 岩 波 孔 明 岩波 孔明

熊谷岳友会 湯本 昇 石ブ‖ 義仲 石っころの会 深田 光昭 長村 昭男

熊谷山旅会 深沢 巧 森 田 啓 太 卜鹿野山岳会 柳原 政― 柳原 政一

秩

父

恵流峰会 色見 照 三 逸見 昭 =
MAS(Mountain Athletes

n  Saitama) 大谷 明 佐藤 豊

吉田山岳会 井上 信太郎 新井 時夫 無名山塾 岩崎 元郎 工藤 寿人

両神山岳会 磯田 芳男 斎藤 完司 獨協大学山岳部 ※ ※

岩桜登高会 小池 栄次 小池 栄次 大宮岳稜会 石黒 明 田中 弘明

市奎本庄山の会 高橋 哲也 奥沢 孝寿 戸田山道会 高橋 次夫 高橋 近代

市馨越谷市山岳会 黒田 重晴 鈴 木 正 一 槻岳友会 大平 征徳 仙波 義雄

※報告済み
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【埼
玉
県
岳
連
　
平
成
１
８
年
３
月
理
事
会
　
報
告

３
月
１
４
日

（火
）
午
後
７
時
３
０
分
ヽ
　
北
本
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　

．

０
。
出
欠
席
　
計
２
６
名

１
・
開
会
挨
拶
　
（森
下
副
会
長
）

２
ｏ
報

告

（↓
　
関
東
地
区
量
運
こ
湯
雪
璽
鷲
至
■
［
Ｃ
Ｎ
Ｏ
，Ｎ
ｅ

福
田
理
事
長

※
参
加
者
者

。
田
中
会
長
・
中
田
副
会
長

・
福
田
理
事
長

・
村
岡
副
理
事
長

※
協
議
事
項
。
関
ブ
ロ
。
関
東
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
。
中
高

年
安
全
登
山
講
習
会
等
報
生
Ｒ

関
東
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
大
会
で
の
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
競
技
に
つ
い
て
各
一缶
運
か
ら
の
報
告
等
↓
詳
細
は
別
穐

（２
）
雪
洞
講
習
会
の
叔
２
［
Ｃ
ギ
９

谷
川
一缶
指
導
セ
ン
タ
ー
の
裏
に

て
一
般
２
６
名
参
加
上
藤
岬
５
名
佐
藤
指
導
奮
貝

。
緊
急
避
難
の
方
法
と
当
雪
興

イ
グ
ル
ー
の
構
築
等
、
全
量
雪
洞
を

構
築
し
て
宿
泊

・
ビ
ー
コ
ン
で
の
捜
索
方
法
、
ツ
エ
ル
ト
使
用
の
搬
出
方
法
他

（３
埼
玉
界
至
夏
殺
馨
曇
替
式
Ｑ
いじ

・
功
労
賞
＝
岩
井
田
正
昭
広
報
委
員
長

・
優
秀
選
手
賞
＝
平
山
ユ
ー
ジ
、
門
闇
希
曇
〈

（ι
本
田
ジ
ャ
パ
ン
カ
ツ
プ
会
計
報
告

盆
出
罪
笙
こ

（Ｃ
県
体
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技
会
決
算
報
告

（６
）日
本
山
岳
協
会
評
議
員
総
会
Ｏ
ｓ
Ｏ
報
告

福
田
理
事
長

国
体
の
縦
走
廃
止
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
導
入
に
よ
り
国
体
委
一果
〓と

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
委
「具
本
の
一
体
化
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
の
並
最
公

共

済
ヽ
会
評
報
告
等
。
役
員
の
改
選
は
無
し
。

（７
）６
２
国
体
‥
関
東
プ
ロ
ツ
ク
大
会

（平
成
１
９
年
）
埼
玉
大
会
経

理
担
当
者
会
議

Ｑ
Ｈじ
　
　
福
田
理
事
長

※
平
成
１
９
年
７
月
下
旬
　
縦
走
＝
小
鹿
野
。
観
音
山
、
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
＝
加
須
で
開
催
・　
そ
の
会
議
が
始
ま
る
。

３

・
協

議

（１
）
県
体
一　
縦
走
競
技

（４
／
２
３
小
鹿
野
観
音
山
）
に
つ
い
て

※
別
紙
実
施
要
項
参
照
　
　
長
谷
川
国
体
委
員
長

・
約
２
５
名
の
役
員
を
お
願
い
し
ま
す
。
（希
望
者
は
、
長
谷
川
ま
で
）

。
高
校
生
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
※
国
体
予
選
会
の
一
環
と
し
ま
す
。

ｏ
日
山
協
の
選
手
登
録
に
つ
い
て
は
、
県
内
大
会
で
は
無
し
。
強
化
選

手
・
候
補
者
は
登
録
す
る
。

（２
）
平
成
１
７
年
度
専
墾
翁
監
口に
つ
い
て

※
別
紙
総
会
資
料
案
と
照
ら
し
て
修
正
等

各
委
員
憂
等

（３
）
平
成
１
７
年
度
〈一鼻
馳
整
口に
つ
い
て

※
別
絡
燃
〈̈夷
富
科
　
　
加
藤
彗
量
局́
長

※
５
０
周
年
記
念
式
典
〈至
馳
２
口　
※
特
別
会
計
に
つ
い
て

。
会
費
未
納
の
会
に
は
督
促
済
み
。

・
Ｉ
腋
会
計
の
一変
子
分
は
、
特
軸
答
牟
口よ
り
補
填
↓
承
認

。
強
化
関
係
の
予
算
と
決
算
に
つ
い
て
強
化
委
員
長
よ
り
補
足
説
明

あ
生
。
　
※
未
請
求
の
委
員
会
は
、
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

（４
）
平
成
１
８
年
度
理
事
・
委
員
会
所
属
に
つ
い
て

。
理
事
等
の
報
告
が
　
２
６
／
６
２
団
体
な
の
で
、
検
討
不
可

早
急
に
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

（５
）
平
成
１
８
年
度
役
員
に
つ
い
て

。
得
目
改
選
期
ｔ
山
口
自
然
保
護
委
員
長

・
福
田
理
事
長
∴
型
墜
彙
務

局
長
の
退
任
希
望
あ
り
。

↓
す
べ
て
の
理
事
が
出
そ
ろ
つ
て
検
討
す
べ
き
な
の
で
、
４
月
１
１
日

臨
時
理
事
会
を
招
集
し
て
決
定
す
る
。

ｏ
日
山
協
の
組
織
改
編
に
伴
っ
て
、

昼
括
連
の
委
員
会

，登
客
え
て
い
′ヽ

了
承

（６
）
平
成
１
８
一■
星
事
業
計
画
。
予
算
塾
回
案
に
つ
い
て

次
回
に
持
ち
越
し
）
。
資
料
に
は
、
例
年
通
り
の
予
定
を
入
れ
て
あ
る

の
で
、
各
委
員
会
等
で
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

（７
）
そ
の
他

・
会
員
証
の
発
行
に
つ
い
て

（お
願
い
）
の
提
案
次
回
以
降
、
要
検
討

（８
）
各
部
か
ら
の
報
告
等

①
指
導
委
員
会

・
接懸
薔
股
Ｘ
〓
Ｃ
Ｎ
）
飯
能
。
天
覧
山
に
つ
い
て

主
任
講
師
。
佐
藤
博

上
級
登
攀
ガ
イ
ド
・
講
師
研
修
会

（賀
Ｎｅ

飯
能
。
天
覧
山
、
共
に
要
項
配
布
済
み
。

※
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
指
導
員
の
方
の
指
導
部
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
国
倅
奮
員
会

６
１
国
体
関
東
プ
ロ
ッ
ク
大
会

おヽ
い～
館

日
光
市
泣
虫
山
・
宇
都
宮
市

希
望
者
は
、
長
谷
川
ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。

く
あ
６
に
審
判
員
△轟
あ
り
ゞ
総
啓
員
＝
長
谷
川

③
Ｚ
フ
イ
ミ
ン
グ
委
員
会

。
加
須
カ
ツ
プ
の
期
日
↓
６
月
１
８
日

（■
）
に
変
異
）

（オ
ー
ル
神
奈
川
、
東
京
カ
ッ
プ
等
と
の
関
係
か
ら
）

④
選
手
強
化
委
員
会
　
。
別
紙
資
料
参
照

ｏ
日
山
協
の
強
化
選
手
に
、
埼
玉
の
２
名
が
選
ぽ
れ
そ
う

（角
田
大
樹
ヽ
門
閥
希
業
一
。
正
式
に
は
後
日

⑤
遭
難
対
策
委
口具
ム
・
山
缶
共
済
の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す

⑥
自
然
保
護
委
員
会

。
冬
の
雪
夢取
山
研
修
。
家
親
△
バ
ω
お
い
～
い
０
雲
取
山
）
開
催
『

⑦
海
外
登
山
委
員
会

。
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ツ
ト
遠
征
計
回
書
は
ミ
８

の
総
会
で
配
布

。
同
時
に
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
計
国
童
ヽ

Ｔ
シ
ャ
ツ
等
の
応
援
事
も
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

⑨
広
報
委
員
会

次
回
４
月
下
旬
発
行
予
定
　
（総
会
報
告
じ

※
指
導
、
遭
対
の
事
業
輩
稀
舗
腔
口原
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
ア
ピ
ー
ル

⑩
企
画
委
員
会
　
※
別
途
資
料
参
照

⑨
事
務
局
　
　
※
理
事
等
の
報
告
を
早
急
に
お
願
い
し
ま
す
。

※

「田
中
賞
ｃ
の
推
薦
を
お
願
い
し
ま
す
。
様
式
等
は
、
同
封
し
ま
す
。

※
長
野
県
山
缶
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
↓
別
紙
参
照

※
日
山
協
　
第
２
回
山
缶
ス
キ
ー
競
技
会

ミ
５
，Ｈｅ

の
お
知
ら
せ
↓
別
紙
参
照

【埼
玉
県
山
岳
連
盟
ｏ
指
導
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

一廼
警
界
見
登
史
新
に
よ
る
埼
玉
岳
連
　
・指
導
員
会
費
納
入
の
お
願
い

※
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

「登
録
証
」
が
ク
レ
ジ
ツ
ト
機
能
付
カ
ー
ド
に
な

り
皆
様
は
送
金
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
（ン）の
送
金
に
関
し

て
は
体
云混
契
バと
日
本
山
缶
協
会
の
更
新
登
録
費
に
な
り
ま
す
）
埼
玉
岳
連

の
一垣
詈
具
バ費
と
し
て
別
に
４
年
に
１
回
更
新
時
で
す
の
で
、
４
０
０
０
円

送
金
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
郵
便
局
記
号

（８
∞
Ｈ９

平宣
々
６
敦
０
８
「
じ

ホ
リ
エ
　
ノ
ブ
コ

（指
導
委
員
会
堀
江
さ
ん
の
口
座
に
な
り
ま
す
）

※
振
込
み
と
同
時
に
同
封
い
た
し
ま
し
た
登
録
史
新
カ
ー
ド
に
、
該
当
内
容

を
記
載
し
、
所
属
山
缶
会
の．
野
村
ま
で
同
封
の
封
筒
に
て
返
信
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
振
込
み
確
認
後
、
指
導
委
員
会
印
を
押
し
て
、
日
本
山
缶
協
会
に

カ
ー
ド
と
と
も
に
登
録
申
請
い
た
し
ま
す
。

※
前
回
間
一を
え
て
送
金
さ
れ
た
方
は
、
そ
の
内
容
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

確
認
い
た
し
ま
す
。

※
今
年
度
の
星
撮
運
指
導
委
員
会
の
行
事
予
定
と
し
ま
し
て
は
、
１
月
２
７

日
２
８
日
、
積
雪
期
講
習
会
。
３
月
３
日
４
日
、
雪
洞
・
緊
急
避
難
講
習
会

秋̈
に
登
攀
講
習
会
の
予
定
で
す
６
月
以
降
に
指
導
昌
群
修
基
本を
開
催
の
予
定

で
す
。

※
１
９
年
度
に
は
新
指
違
昌
翻
暦
外に
基
づ
く
謄
造
菖
昼
乗
藤
護
習
会
を
実
施
す

る
予
定
で
お
り
ま
す
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
指
導
委
員
長
野
村
善
弥

お
問
い
合
わ
せ
　
８
●
Ａ
卜
一
，一「
い
〇
分
び
言
メ
モ
に
伝
一一一一口く
だ
さ
い
）

甲
」馬
日

「
】８
ビ（怪
ン
お
む

ｏ
ら
，田
０
■
ミ
ｏ

９
颯

も
重
可
こ
同
じ

〒
ω
∞
ｏ
，８
お

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
大
東

り
５
，露
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【平
成
１
７
年
度

・
積
雪
期
雪
上
講
習
△
至

あ
ゆ
む
山
の
会
・
記
録
報
告
　
佐
藤

求

〔参
加
者
〕
Ｃ
Ｌ
佐
藤

求

（講
師
）、
Ｓ
Ｌ
金
子
　
昭

（講
師
）、

小
茂
田
利
孝

（研
修
）、
畠
山
秀
見

（研
修
）、
野
村
善
弥

（指
導
委
一暑
５
、

佐
藤

博

（主
任
講
師
）、
８
一員
で
５
０
数
名
）

〔タ
イ
ム
〕

２
８
日

（土
）
　

天
候
‥
風
強
ぐ
ブ
リ
ザ
ー
ド

大
宮
西
日
代
ゼ
ミ
前
９
∞
？
出
蘊
槻
Ｈの
よ
り
東
北
自
動
車
道
Ｊ
那
須
Ｈｏ

”
讚
那
須
マ
ウ
ン
ト
ホ
テ
ル
”
ｕ
？
座
委
口
８
〕ｏ
ｏ
（ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
）

講
習
↓
講
習
終
了
３
螢
７
占
圧学
８
Ｎ̈
ｏ
～
罵
“
？
ム
γ
食
８
ｏ̈
ｏ

何
時
も
の
様
に
大
官
西
口
代
ゼ
ミ
前
を
出
発
し
た
。
そ
の
前
に
共
同
装
備

Ｔ
イ
ル
２
本
、
ス
ノ
ー
バ
１
４
本
、
ビ
ー
コ
ン
６
台
な
ど
）
を
積
み
込
む
た

め
に
野
村
さ
ん
に
佐
養
求
）宅
に
よ
つ
て
も
ら
，２

山蘊
槻
Ｈｏ
か
ら
東
北
道
に

の
り
那
須
Ｈｏ
で
お
り
順
調
に
ホ
テ
ル
に
到
着
し
た
。
途
中
小
雨
に
も
あ
”２

ホ
テ
ル
で
受
付
を
済
ま
し
、
指
導
黍
百思
長
の
野
村
善
弥
さ
ん
か
ら
今
回
の
、

趣
旨
と
注
意
事
項
が
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
主
任
講
師
の
佐
藤
博
さ
ん
よ
り
講

習
内
容
の
説
明
を
聞
き
各
班
ご
と
に
分
か
れ
ゑ

ハ
ッま
で
の
講
習
会
場
は
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
の
先
で
行
っ
た
が
、
今
回
は
橋
を
渡

リ
ス
キ
ー
場
の
横
を
と
お
り
茶
臼
岳
基
部
の
講
習
会
場
に
到
着
っ
講
習
内
容

も
今
ま
で
は
各
班
に
別
れ
各
班
の
講
師
の
や
り
方
で
や
つ
て
い
た
た
め
各
班

ば
ら
ば
ら
な
や
り
方
で
あ
つ
た
が
、
今
回
は
主
任
講
師
が
ま
ず
全
員
に
デ
モ

ス
ト
レ
ー
シ
ヨ
ン
し
て
見
せ
そ
れ
を
各
班
に
分
か
れ
て
講
師
の
指
示
で
行
∵２

不
明
な
点
は
主
任
講
師
に
質
問
し
教
え
て
も
ら
”λ

こ
の
繰
り
返
し
で
次
々
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
こ
な
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
、

ば
ら
ば
ら
な
講
習
内
容
で
は
無
く
統

一
し
た
講
習
内
容
の
た
め
、
埼
玉
県
缶

連
の
技
術
内
容
が
統
一
し
た
と
い
つ
て
も
過
言
で
は
な
く
な
つ
た
。

私
と
金
子
さ
ん
が
初
級
コ
ー
ス
を
受
け
持
っ
た
が
、
今
回
初
級
コ
ー
ス
の
会

員
が
数
人
し
か
い
な
か
つ
た
。
ほ
と
ん
ど
中
、
上
級
、
研
修
の
メ
ン
バ
ー
で

し
た
。
本
綱
は
風
が
強
く
強
い
ブ
リ
ザ
ー
ド
で
と
て
も
寒
い
。

そ
の
た
め
体
む
人
が
い
な
く
大
変
活
気
の
あ
る
講
習
会
に
な
つ
た
。

講
習
内
容
は
初
級
も
上
級
も
同
じ
も
の
を
や
る
が
、
た
だ
初
級
は
手
加
減
を

し
な
が
ら
ひ
と
つ
ず
つ
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
し
て
や
怪
我
に
は
十
分
注
意
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
講
習

生
全
員
が
積
極
的
な
た
め
手
を
抜
く
よ
う
な
こ
と
も
出
来
な
い
。

ホ
テ
ル
に
帰
る
と
ま
ず
座
学
を
行
い
そ
の
後
ヽ
懇
親
会
を
か
ね
て
の
夕
禽

ま
た
各
会
の
自
己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
あ
ゆ
む
山
の
会
で
も
小
茂
田
さ
ん

が
中
心
に
な
り
各
人
と
佐
藤
套
じ
さ
ん
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
部
屋
に
帰
っ
て
か
ら
い
つ
も
の
ご
馳
走
。
飲
み
す
ぎ
、
食
べ
過
ぎ
に

注
意
し
な
が
ら
満
幌

【本
日
の
講
習
内
容
】

①
冬
山
に
効
果
的
な
衣
類
“
②
冬
山
装
備
③
歩
く
基
本
、
平
坦
雪
上
歩
き

の
基
本
動
作

。
原
理
。
④
ア
イ
ゼ
ン
な
し
雪
上
歩
行
、
緩
斜
面
登
Ｉ
喩

ト
ラ
バ
ー
ス
、
斜
登
下
降
ヽ
方
向
転
換
⑤
キ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
の
登
下
降

⑥
ア
イ
ゼ
ン
歩
行
⑦
滑
落
停
止
③
耐
風
姿
勢

２
９
日

（日
）
天
候
‥
快
晴
無
風

起
床
０
●
７
乳
繋
実
゛
６●
↓
ホ
テ
ル
発
”
只
Ｔ
基
嚇
百
∞
一∞〇
～
【Ｎ
●
７
↓

終
了
式
誌
８̈
τ
ホ
テ
ル
発
誌
９̈ｏ

昨
日
と
打
つ
て
変
わ
っ
て
の
快
晴
無
風
。
遠
く
那
須
の
町
か
ら
人
溝
の
山

々
が
眺
め
ら
れ
る
。
昨
日
指
導
員
の
一
人
が
捻
挫
し
た
た
め
金
子
さ
ん
は

中
上
級
の
講
師
に
回
る
。
本
日
は
私
と
ス
タ
ッ
フ
の
熊
谷
さ
ん
で
初
級
組

を
受
け
持
つ
。
本
日
も
主
任
講
師
が
ま
ず
行
い
そ
れ
に
続
い
て
各
班
の
講

師
に
よ
る
指
導
。
こ
の
会
場
は
こ
の
時
期
に
し
て
圧
雪
し
て
い
て
講
習
会

場
に
は
、
ち
よ
う
ど
よ
い
。
本
日
は
ザ
イ
ル
を
使
っ
て
の
講
習
が
主
と
な

る
。
特
に
今
回
は
ス
タ
ン
デ
イ
ン
グ
・ア
ツ
ク
ス
ビ
レ
イ
か
ら
の
自
己
脱

出
「
全
員
張
り
切
り
方
が
」曝
２

初
級
組
は
ス
タ
ン
デ
イ
ン
グ
・ア
ツ
ク
ス

ビ
レ
イ
は
行
う
が
自
己
脱
出
ま
で
い
か
ず
、
滑
落
停
止
と
、
耐
風
姿
勢
の

反
復
練
習
を
実
に
つ
け
る
こ
と
に
す
れ

や
る
気
に
な
る
と
時
間
の
経
つ
の
が
早
い
。
野
村
指
導
委
員
長
か
ら
終
了

の
合
図
。
ホ
テ
ル
で
各
人
に
修
了
書
と
佐
藤
套
じ
主
任
講
師
か
ら
の
講
評

を
も
ら
い
、
ホ
テ
ル
の
温
泉
に
入
っ
て
帰
途
に
有

ヽ

み
な
満
足
げ
の
顔
で
あ
っ
た
。

【本
日
の
講
習
内
容
】

①
ス
テ
ッ
プ
カ
ツ
テ
イ
ン
グ
②
堅
省
心避
難
③
ロ
ー
プ
確
保
と
確
保
の
意
義

④
ア
ン
ザ
イ
レ
ン

（
コ
ン
テ
ニ
ュ
ア
ン
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）

⑤
ス
タ
ン
デ
イ
ン
グ
・ア
ツ
ク
ス
ビ
レ
イ
か
ら
の
自
己
脱
出

【こ
の
講
習
で
ザ
イ
ル
を
使
用
す
る
組
が
行
う
操
作
技
術

（必
須
と

１
・
固
定
技
術

（エ
イ
ト
ノ
ッ
ト
、
ク
ロ
ー
ブ
ヒ
ッ
チ
）

２
・
確
保
技
術

（エ
イ
ト
環
、
Ａ
Ｔ
Ｃ
、
ム
ン
タ
ー
ヒ
ツ
チ
）

３
ｏ　
フ
リ
ク
シ
ヨ
ン
ヒ
ツ
チ

（ブ
リ
ッ
ジ
プ
ル
ー
ジ
ッ
ク
）

本
報
告
書
は
あ
ゆ
む
山
の
会

・
月
報
３
月
号
「活
火
山
」
よ
り
転
載

※
Ｃ
Ｌ
／
Ｓ
Ｌ
は
あ
ゆ
む
山
の
会
の
山
行
計
画
書
に
よ
る
も
の

（注
）

編
集
一
岩
井
田
　
正
昭

スタンディングアックス・ビレーの基礎訓練 雪キノコを利用したアンカーの取り方の講習
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【雪
洞
講
習
会
に
参
加
し
て
】

小
鹿
野
警
察
署
山
缶
救
助
隊

林
　
一
夫

今
年
の
３
月
に
谷
川
岳
で
の
雪
洞
講
習
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

実
際
に
ス
ノ
ー
ソ
ー
や
ス
コ
ッ
プ
を
利
用
し
て
雪
洞
を
設
営
ｔ
、
そ
こ
で

寝
泊
り
す
る
貴
重
を
体
験
を
し
、
又
、
緊
急
時
に
際
し
て
雪
面
を
掘
っ
て

の
ビ
バ
ー
グ
の
方
法
、
雪
崩
に
遭
遇
し
た
際
に
ビ
ー
コ
ン
を
使
用
し
て
の

捜
索
方
法
、
シ
ー
ト
に
負
傷
者
を
乗
せ
て
の
搬
送
の
方
法
、
雪
面
に
ア
ン

カ
ー
（支
忠

を
取
り
滑
落
者
を
支
え
る
方
法
等
、
様
々
な
技
術
を
学
ん

で
き
ま
し
た
。

秩
父
の
山
で
は
雪
洞
を
設
営
す
る
場
所
や
雪
崩
に
遭
遇
す
る
場
所
は
、

あ
ま
り
な
い
の
で
す
が
、
生
き
た
技
術
を
学
べ
た
こ
と
は
い
つ
か
ど
こ
か

で
役
立
つ
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
昨
年
は
富
山
県
警
山
岳
警
備
隊
の
方
々
と
の
訓
練
が
富
山
県

で
あ
り
そ
れ
に
参
加
し
て
き
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
は
救
助
技
術
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
救
助
に
際
し
て
の
心
構
え
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

我
々
救
助
隊
員
は
、
生
き
て
い
て
も
死
ん
で
い
て
も
、
そ
の
家
族
に
と

つ
て
は
か
け
が
え
の
な
い
人
な
の
で
救
助
活
動
を
す
る
時
は
、
生
半
可
な

気
持
ち
で
は
い
け
な
い
。
そ
し
て
実
際
の
山
で
救
助
活
動
を
す
る
た
め
に

は
日
々
の
訓
練
が
必
要
で
、
訓
練
で
は
い
く
ら
バ
テ
よ
う
と
弱
音
を
吐
こ

う
と
構
わ
な
い
が
、
遭
難
者
の
前
で
弱
立月
を
吐
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

遭
難
者
に
と
つ
て
救
助
隊
員
は
命
を
助
け
て
く
れ
る
、
自
分
の
命
を
握
っ

て
い
る
か
け
が
え
の
な
い
存
在
な
の
で
そ
の
救
助
隊
員
が
惨
め
な
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
救
助
活
動
は
個
人
で
す
る
も
の
で
は
な
く
、　
一
人

一
人
の
力
を
結

集
す
る
こ
と
で
困
難
な
場
面
に
遭
遇
し
て
も
立
ち
向
か
え
る
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
大
切
さ
も
大
事
な
の
で
す
。
遭
難
者
を
背
負
っ
て
搬
送
す
る
時
も
、

自
分
か
ら
交
代
し
て
下
さ
い
と
い
う
こ
と
は
遭
難
者
に
対
し
て
弱
音
を
吐

い
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
の
で
、
隊
員
同
士
が
背
負
っ
て
い
る
隊
員
の

状
況
を
見
な
が
ら
、
「交
代
し
よ
・２

と
い
っ
て
気
を
遣
い
な
が
ら
交
替

す
る
の
が
暗
黙
の
了
解
な
の
で
す
。

さ
て
今
回
も
講
習
で
得
た
知
識
や
技
術
等
を
他
の
隊
員
に
も
伝
え

一
緒

に
向
上
し
て
い
き
た
い
し
、
ま
た
私
自
身
山
缶
救
助
隊
員
に
な
り
２
年
目

を
迎
え
て
、
昨
年
以
上
に
奮
起
し
実
際
に
現
場
で
活
躍
で
き
る
よ
う
頑
張

り
た
い
で
す
。

そ
し
て
個
人
的
に
各
種
講
習
会
等
に
参
加
し
、
現
状
維
持
に
満
足
せ
ず

日
々
向
上
す
る
つ
も
り
で
す
。

今
後
も
講
習
会
や
山
で
見
か
け
た
際
に
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

シー ト担架にて救助者の搬送訓練雪面にザックを利用したスノー ドームの作成

【平
成
１
７
年
度
　
登
攀
講
習
会
報
告
】

県
缶
連
　
指
導
委
員
会
　
計
良
　
寿
彦

３
月
２
６
日
に
埼
玉
県
飯
能
市
の
天
覧
山
に
お
い
て
、
埼
玉
県
山
岳
連

盟
　
登
攀
講
習
会

。
指
導
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　
集
合
場
所

の
飯
能
市
民
会
館
駐
車
場
の
側
の
公
園
で
は
花
見
に
は
早
い
が
、
桜
ま
つ

り
の
準
備
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
受
講
生

（研
修
も
含
め
）
３
１
名

・
講
師
８

名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
市
民
会
館
駐
車
場
で
受
付
を
し
た
後

講
習
会
場
へ
行
き
、
午
前
９
時
に
開
講
式
。

今
回
も
昨
年
に
引
続
き
、
主
任
講
師
に
佐
藤
博
氏

（山
岳
ガ
イ
ド

（上

級
登
攀
ガ
イ
ド
と

を
迎
え
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
講
習
グ
ル
ー
プ

（５
パ

ー
テ
イ
）
と
初
心
者

（１
パ
ー
テ
イ
）
の
班
確
認
後
、
主
任
講
師
よ
り
講

習
の
進
め
方
の
説
明
を
受
け
講
習
が
開
始
し
ま
し
た
。

最
初
の
隔
時
登
攀
の
シ
ス
テ
説
明
と
講
師

（３
名
）
に
よ
る
デ
モ
。

次
に
全
員
が
ピ
ッ
チ
終
了
点
に
移
動
し
、
懸
垂
下
降
の
シ
ろ
ア
ム
と
デ
モ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
習
ル
ー
ト
を
５
本
設
定
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支

点
の
使
用
が
重
複
し
、
終
了
点
も
混
雑
。
そ
の
後
も
登
攀
パ
ー
テ
ィ
と
懸

垂
下
降
パ
ー
テ
イ
が
入
り
乱
れ
、
ル
ー
ト
も
順
番
待
ち
の
状
態
で
し
た
。

初
心
者
パ
ー
テ
ィ
は
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
基
礎
講
習
後
、
ル
ー
ト
を
使
っ
て

懸
垂
下
降
等
の
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
級

。
中
上
級
組
は
隔
時
登
攀
。
「登
攀
準
備

・
ビ
レ
イ
ポ
イ
ン
ト
の
選

定
と
支
点
の
設
置

（流
動
分
散
等
）、
セ
ル
フ
ビ
レ
ー
と
確
保
姿
勢
、
リ

ー
ド
登
攀
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
ビ
レ
ー

（セ
ッ
ト
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
ザ
イ
ル
の

流
れ
）、
残
リ
ザ
イ
ル
の
量
等
コ
ー
ル
、
ピ
ッ
チ
終
了
で
の
セ
ル
フ
ビ
レ
ー

支
点
の
設
置
、　
コ
ー
ル
、
セ
カ
ン
ド
の
登
攀
準
備
、
セ
カ
ン
ド
登
攀
終
了

後
、
ラ
ス
ト
登
攀
の
サ
イ
ク
ル
で
練
習
」。
登
攀
が
済
ん
だ
パ
ー
テ
イ
は
懸

垂
下
降
に
移
行
「
「支
点
の
選
定
と
設
置

（残
置
支
点
の
確
認
と
補
強
）、

パ
ー
テ
イ
が
多
い
時
の
支
点
で
の
セ
ッ
ト

（
ェ
イ
ト
環
等
を
使
用
し
た
方

法
）、
ザ
イ
ル
の
末
端
処
理
、
ザ
イ
ル
の
投
下
と
確
認
、　
エ
イ
ト
環
の
セ
ッ

ト
、
初
心
者
の
フ
オ
ロ
ー
の
方
法
、
下
降
、
初
心
者
に
対
す
る
ザ
イ
ル
の

バ
ツ
ク
ア
ツ
プ
の
サ
イ
ク
ル
で
練
習

そ
の
後
、
２
パ
ー
テ
イ
毎
に
仮
固
定
と
脱
出
技
術

（リ
ー
ド
転
落
時
の
確

保
者
の
脱
出
）。
「確
保
者
の
位
置
確
認
　
プ
ル
ー
ジ
ッ
ク
↓
支
点
へ
の
仮

固
定

（ス
リ
ン
グ
や
ヌ
ン
チ
ヤ
ク
を
使
っ
た
方
法
）
↓
確
保
器
具
等
解
除

↓
メ
イ
ン
ロ
ー
プ
の
本
固
定
↓
救
助
移
る
サ
イ
ク
ル
の
練
習
」。

中
上
級
組
は
終
了
後
、
制
動
確
保

（重
り
を
使
っ
た
確
保
技
術
）。
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「支
点
設
置
と
セ
ル
フ
ビ
レ
ー

↓
確
保
器
に
よ
る
制
動

（姿
勢
）

↓
自
己
脱
出
の
サ
イ
ク
ル
で
練
習
」
最
終
講
習
と
し
て
、
宙
づ
り
か
ら
の

自
己
脱
出
技
術
。
フ
リ
ク
シ
ヨ
ン
ヒ
ツ
チ
を
使
っ
た
セ
ッ
ト
と
登
り
返
し

方
法
の
練
習
。
以
上
の
講
習
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

昼
食
時
間
は
各
パ
ー
テ
イ
の
講
師
の
指
示
に
よ
り
と
つ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
講
習

。
研
修
は
午
後
４
時
頃
ま
で
行
わ
れ
、
そ
の
後
閉
講
式
に
移
り
、

主
任
講
師
か
ら
の
講
評
を
頂
い
た
後
、
解
散
。
こ
の
講
習

。
研
修
会
の
開

催
に
当
た
り
、
講
師

・
ス
タ
ッ
フ
は
前
日
の
午
後
に
講
習
会
場
に
集
ま
り
、

講
習
会
場
の
セ
ツ
テ
イ
ン
グ
、
講
習
の
進
め
方
の
デ
モ
と
確
認
、
講
師
ク

ラ
ス
の
特
殊
技
術
の
実
習

　
（懸
垂
か
ら
の
脱
出
）
　

「ガ
ル
ー
ダ
、
ビ

エ
ン
テ
、
を
使
っ
た
登
り
返
し
か
ら
、
仮
固
定
し
て
も
う
片
方
に
移
り
懸

垂
下
降
で
脱
出
」
等
を
上
級
登
攀
ガ
イ
ド
の
佐
藤
博
氏
か
ら
指
導
を
受
け
、

講
習
会
準
備
を
整
え
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
に
参
加
頂
い
た
会
員
の
皆
様
に
は
、
個
人
の
技
術
の
向
上
と
、

各
会
の
指
導
者
を
目
指
し
、
反
復
練
習
と
、
所
属
会
へ
の
技
術
増
遣
すを
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（主
任
講
師
か
ら
の
閉
講
式
で
の
コ
メ
ン
ト
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。）
ま
た
、
講
師
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
講
師

陣
の
ご
協
力
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
た
。

終
わ
り
に
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
主
任
講
師
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
ま
し

た
佐
藤
博
氏
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ヽ

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

佐藤講師 :指導による実技を見守る会員

クライミングの基礎講習風景

平

成

１

８

年

度

【第
十
九
回
県
民
体
育
大
会
・
山
岳
競
技
会
】

平
成
１
８
年
４
月
２
３
日
・
小
鹿
野
町
　
観
音
山
周
回
コ
ー
ス

県
民
体
育
大
会
が
５
９
国
体
会
場
の
小
鹿
野

・
観
音
山
で
開
催
さ
れ
た
。

岳
連
関
係
者

‥
森
下
副
舎
長
、
村
岡
理
事
長
。
長
谷
川
国
体
委
員
長
他
、

１
４
名
。
小
鹿
野
町
関
係

‥
小
鹿
野
山
缶
会
柳
原
会
長
他
、
県
体
協
０
０

小
鹿
野
警
察
口首
早
ら
約
３
０
名
が
参
加
。

前
日
か
ら
小
鹿
野
町

上
翠
公
バ関
係
者
、
思
缶
連
の
役
員
が
現
地
で
の
コ

ー
ス
整
備
ヽ
会
場
準
備
に
対
応
し
、
心
配
さ
れ
た
天
候
も
夕
方
ま
で
雨
も

降
ら
ず
、
長
谷
川
選
手
の
ゴ
ー
ル
間
際
の
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
も
あ
り
、
大
い

に
会
場
を
沸
か
せ
無
事
終
了
。
　

本
橋
選
手
は
前
年
度
記
録
更
新
！

選
手
参
加
者
が
１
２
名
の
参
加
が
あ
り
結
果
は
先
の
通
り
。

今
回
は
予
選
会
も
兼
ね
て
行
わ
れ
、
優
勝
選
手
に
は
ト
ロ
フ
イ
と
賞
状
一が

贈
ら
れ
、
２
位

・
３
位
は
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
が
贈
ら
れ
た
。

カ
テ
ゴ
リ
ー

成
年
男
子

成
年

女

子

少
年
男
子般

。
順
位

・
選
手
名

１
位

本
橋

和
之

２
位
　
郷
　
秀
憲

３
位

蓮
見
　
直
希

４
位
　
川
崎
　
政
春

５
位
　
田
村
　
将
夫

１
位

山
田
　
聖
実

２
位

船
橋

緑

１
位

町
田
　
尚
城

２
位
　
長
谷
川
　
正

３
位
　
小
川
　
顕

１
位

関
口
　
智
子

２
位

大
倉

」員
子

（参
考
記
録

。
第
１
８
回
県
民
体
育
大
会

・
ｈ
ｌ
７
・
５
月
２
９
日
）

成
午
男
子
　
　
１
位
　
小
林
　
修
　
　
　
０
‥
５
０
‥
４
３

敬
称
略
　
文
責

山石
井
田
　
正
昭

日尾グランド・一斉スタート
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契約基本タイプ 高校生 A B C D E

死亡・後遺 150万 円 180万 円 200万 円 300万円 400万円 1000万 円

遭難捜索 100万 円 200万 円 200万 円 250万円 350万円 500万円

賠  償 / / 1億円 1億円 1億円 1億円

会  費 3,000円 5,500円 6,200円 8,000円 11,000円 18,00o円

(社)日 本山岳協会 平成 18年度山岳共済募集開始 ノ
期間:平成17年 4月 1日 ～平成 19年 4月 1日 (中途加入できますが、会費・終期は同じです)

※ 遭難捜索費用保険は、山行中の病気の時にも支給されます。
※ 死亡・後遺保険、入通院保険は、スポーックライミングの事故にも支給されます

プに

済共般

特 別 共 済

中高年ハイカーと冬山登山をしない高校生に最適の
共済です。行動中の事故に対して補償されます。

海外山岳共済
一般共済又は特別共済め加入が必要です。

死亡見舞金

山岳登筆中に疾病を要因とする死亡事故発生の場合、共済より会員の家族の方ヘ

死亡見舞金 (10万 円)を支給します。 (一般共済 。特別共済共通です)

社団法人日本山岳協会 山岳共済事務センター
〒170-013東京都豊島区東池袋 3-7-H-707

月ヨ言舌沼酢手計  03(5958)3396  F A X  03(5958)3397  E― mail sangakukyousai(Dmbd.。 cn.ne.jp
引受保険会社 三井住友海上火災保険株式会社   社団法人日本山岳協会 指定代理店

瀬田工業有限会社保険事業部

【編
集
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

２
５
号
か
ら
一
般
・
岳
連
広
告
を
缶
運
報
に
載
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

毎
年
３
回
か
ら
４
回
発
行
す
る
、
「埼
玉
岳
連
報
」
の
印
刷
経
費
・
送
料
が

一缶
連
予
算
の
１
２
％
近
く
に
及
ん
で
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、

今
年
度
か
ら
年
３
回
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
４
ヶ
月
間
程
度
の

情
報
を
精
査
し
、
で
き
る
だ
け
最
新
情
報
を
掲
示
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
ヽ

少
し
で
も
予
算
を
切
り
詰
め
る
た
め
、
皆
様
か
ら
の
広
告
掲
載
に
是
非
御

協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
掲
載
内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。

会
社
広
と
Ｒ

山
缶
会
広
と
Ｒ

そ
の
他
。
　
詳
細
は
次
回
理
事
会
で
御
報
生
弓
。

【椿
議
贅
“
碇
仕
雫
上
さ
い
】

地
区
量
嗅

会
内
の
移
動
等
の
案
内
ヽ
地
区
量
運
の
催
し
、
特
に
各
委
員

会
に
於
け
る
行
事
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

【歩

】

二
子
山
の
開
山
式
に
参
加
し
帰
路
、
深
谷
山
缶
会
の
メ
ン
バ
ー
と
二
子
山

。
西
岳
に
向
か
っ
た
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
中
央
稜
３
名
、
写
真
撮
影
に
一
般

道
を
山
頂
に
向
か
いス

山
頂
直
下
の
鎖
ム
忽
割
近
は
大
渋
滞
。
三
〇
名
近
く

の
登
山
者
。
多
く
の
方
が
六
〇
才
前
後
の
登
山
者
で
足
元
が
お
ぼ
つ
か
な
い
。

３
級
の
岩
場
に
は
及
ば
な
い
が
、
始
め
て
の
人
に
と
つ
て
は
急
傾
斜
で
厳
し

い
も
の
が
あ
る
。
大
勢
の
登
山
者
が
狭
い
山
頂
に
あ
ふ
れ
て
い
る
「

山
頂
付
近
で
パ
ト
ル
ー
ル
中
の
県
警
山
缶
救
助
隊
の
飯
田
さ
ん
と
し
ば
し

よ
も
や
ま
話
を
し
て
い
る
最
中
、
鎖
場
付
近
で
女
性
の
悲
鳴
が
上
が
っ
た
。

飯
田
副
隊
長
の

里
晶
同
い
た
か
！
滑
落
だ
」
と
二
星
一一口い
、
傍
ら
の
隊
員
に

て
き
ぱ
き
と
救
助
体
制
の
指
示
を
出
し
、
現
場
に
向
か
つ
た
。

「先
週
山
頂
か
ら
滑
落
事
故

（死
亡
）
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
、
最
近
事
故
が

多
く
て
非
常
に
残
念
」
と
話
を
し
て
い
た
最
中
だ
つ
た
。

や
が
て
県
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
ホ
イ
ス
ト
の
吊
り
上
げ
の
模
様
。
あ
い
に
く

山
頂
か
ら
は
現
場
が
見
え
な
い
が
、　
ヘ
リ
の
数
回
に
わ
た
る
岩
場
墾
山
へ
の

進
入
が
厳
し
い
状
況
を
伝
え
て
い
る
、
無
事
で
あ
る
レ
望
民
い
が
・
・
・
・
。

中
央
稜
メ
ン
バ
ー
ル
人
ユ
炒
塚

ダ
イ
レ
ク
ト
尾
根
を
下
降
「
解
散
「
事
故
処

理
で
忙
し
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
秩
父
署
に
立
ち
寄
る
の
を
た
め
ら
い
帰
宅

す
る
。
翌
朝
の
新
聞
で
滑
落
事
故

（死
亡
）
の
記
事
を
読
み
暗
浩
と
す
奄

今
年
も
ス

５
月
連
体
に
は
、
同
じ
よ
う
に
大
勢
の
登
山
者
が
押
し
寄
せ
る

と
い
い２

連
休
中
に
遭
難
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
祈
る
ば
か
り
で
あ
れ

今
回

岳
連
報
に
小
鹿
野
警
察
署
山
岳
救
助
隊
の
林
隊
員
の
雪
洞
議
背
会

の
感
想
文
を
載
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
、
小
鹿
野
警
察
署
・
署
長
に
も
お

会
い
し
て
事
情
を
説
明
し
、
快
諾
戴
き
、
紙
面
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
道
な
救
助
隊
の
行
動
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。
今
後
の
埼
玉
県
警
山
缶

救
助
隊
の
活
躍
を
時
折
ヽ
上
梓
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
担
当

岩
井
田
　
正
昭

谷
Ｌ
■
野
首
り
●
“
〓
恒
ＯＦ
・お
む
》

上 タ イ 人通院闘:の オプショ した場合の合計金額は下記のおりで

契約基本タイフ
・

高校生 A B C D E
入院 (日 額) 3,300円 3,300円 3,300円 3,300円 3,300円 3,300円

通院 ([]額) 1,000円 1,000円 1,000円 1,000円 1,000円 1,000円

追加会費 4,000円 4,000円 4,000円 4,000円 4,000円 4,000円

合計金額 7.000円 9.500円 10,200円 12.000円 15 000円 22.000円

契約基本タイプ /

死亡・後遺 100万 円

遭難捜索 500万円

個人賠償 1億円

追加会費 10,000円

契約基本タイプ I型 H 型

死亡・後遺 300万円 300万円

遭難捜索 300万円 300万 円

個人賠償 1億円 1億円

(入院内額 ) 2,000円 4,000円

通院 (日額 ) / 1,700円

費 3,000円 6,000円


